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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は食道癌全摘術または亜全摘術を受けた27名の患者について、手術後のICU管理期

間中経時的に血清中mRNA発現の変化をモニターし、有害な事象発症の予測因子となるバイ

オマーカーを検索したものである。その結果、11種のメディエイターのmRNAが経過中一過

性の発現量の上昇をきたすことを認め、さらにIL-6 mRNA発現が手術の侵襲と周術期の予後

をよく反映することを示した。本論文の内容は、周術期ならびに術後管理の分野において、

明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 


